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川沿保育所開設３０周年記念式典・祝賀会

▲

川沿保育所に関しては、「あのときの常呂・写真館」の「ＶＯＬ７２ 昭和５２年１１

月１９日の川沿保育所新園舎落成式」を通して、昭和３４年から始まった川沿保育所開設

の動きから平成６年までを『豊川区開基百年誌』から抜粋して紹介しました。

●今回、『川沿保育所開設３０周年記念誌 くるみ』（複製）が新たに資料として所蔵でき

たので、３０周年記念事業とともに、ＶＯＬ７２では紹介できなかったことや新園舎完成

以降のいくつかのエピソードを交えて紹介します。

●下の写真は、３０周年記念事業の目玉として園庭に製作・設置した木製の遊動円木で遊

ぶ子どもたちの記念写真です。



●『くるみ』にはこの事業を次のように綴っています。「今年、川沿保育所が開設３０周

年にあたり、 ＰＴＡと保母が何度かの話し合いの結果、〈遊動円木〉を作ることに決定し、

７月２３日（日）に父兄全員が忙しい合間をぬって、園庭に木製遊具（遊動円木・シーソ

ー２台その他）と木製ベンチ５台、タイヤとびを作製する。完成した翌日に登園した子ど

もたちは、木製遊具で遊びたくてうずうずしていたようすがうかがえ、今まで人気の高か

ったブランコには目もくれず、遊動円木に人気が集まっていました」●以下の写真は、遊

動円木設置作業中のものです。



●この３０周年記念式典・祝賀会の写真は残念ながらありませんが、当日のしおりが残っ

ているので、内容を紹介します。●会場は、１２月１０日に完成・落成式をしたばかりの

豊川地域農村環境改善センター。式典では、歴代所長・職員・ＰＴＡ会長への感謝状贈呈

の他、記念事業として記念誌発行・木製遊具作製・園庭整備などを記載しています。

●この年の行事は３０周年の記念事業として位置付けられました。下の年間行事予定の中

から所蔵している写真を通していくつか紹介します。

＊４月１２日

の入所式

＊この年の園

児数は３２人。

保母が１人増

え３人体制に。

年齢別クラス

の保育が可能

になりました。



＊奥は、昭和５８年

落成の川沿小学校校

舎

＊上・右：６月１１日の保育所・小

学校合同運動会。『くるみ』では、朝

のうちはぱっとしない肌寒い天候が

昼頃から青空が広がり、気温も上が

り、種目も年中・年長児合同のゆう

ぎを一つ増やしたと伝えています。

＊下：７月の保育旅行。行き先は、

恒例となっていた網走市のオホーツ

ク水族館。



＊上：９月の秋の遠足。行き先は森林公園。昭和６２年度から森林公園が

定番になりました。

＊８月、年長組のお泊まり会。場所は町立かき島青年の家

＊園児全員が保育所で１泊するお泊まり会は昭和５３年度に始まり、昭和５７年度からは

年長組が青年の家で行うようになりました。

＊この年、青年の家は宿泊棟の増築、厨房や研修棟の大規模改修工事を行い、平成３年に

道立に移管し、少年自然の家に生まれ変わります。



●今回、川沿保育所地域運営委員会から数多くの写真や資料が提供されました。

ＶＯＬ７２では載せられなかったできごとを紹介します。

＊上：昭和３６年度の入所式、園児は４３人と記録にあります

＊左：昭和３９年のおやつの時間

＊右：昭和３７年の保育

旅行（網走市オホー

ツク水族館）



＊左：昭和４４年１２月１３日の

開設１０周年記念式典・祝

賀会

＊記念事業は、記念誌の発行（図

書館未所蔵）、オルガン、保育

用机・椅子の購入

＊昭和４５年の保育旅行は、網走の水族館

の後に女満別空港へ行き、６０人乗りの

飛行機を見学

●川沿保育所の運動会は、川沿小学校

との合同運動会が恒例ですが、昭和６

０年度だけは保育所内での風疹蔓延の

ため合同運動会ができず、単独の運動

会開催となります。『くるみ』から抜

粋すると、「…今までの運動会では小

学生が主役で園児たちは華を添える程

度の存在…今回の運動会は自分たちが

主人公ですといっても、園児のことで

すからたくさんの種目を用意してもこ

なせるはずもありません。侃々諤々の

議論の中でＰＴＡ、おじいちゃん・お

ばあちゃん、来賓などの種目を多く入

れ…ＰＴＡの出場種目が多かったの

で、１人で６回も競技に参加して次の

日寝込んだお父さんもいました…競技

の中では、初めての試みとして園児と

保母さんたちの綱引きが行われ、２度

とも園児が勝ちました」。

＊左：当日のプログラム



＊上：園児と保母たちの綱引き（園児が勝って喜んでいます）

＊下３枚は、当日の写真


